平成16年12月1日

各　位

旭化成ケミカルズ株式会社
アミノ酸系界面活性剤「アミノフォーマー®」の発売について
―――世界で初めて実用化に成功―――

旭化成ケミカルズ株式会社（東京都千代田区　社長 藤原 健嗣）では、アミノ酸系界面活性剤としては、これまで実現できなかった弱酸性下での「泡立ちの良さ」と「さっぱりとした使用感」さらに「低刺激」、「高生分解性で地球環境対応」の特長を併せ持つ界面活性剤「アミノフォーマー®」を世界で初めて実用化に成功し、本年12月6日（月）より発売します。

「アミノフォーマー®」は、皮膚と同じ弱酸性下での特長を活かし、スキンケアの洗顔料やボディソープ、ヘアケアのシャンプーの原料として、2007年度国内販売額で5億円の売上げを目指します。
　

※界面活性剤とは、洗顔料、ボディソープ、シャンプー等に使用される原料で、主な役割は、①汚れを取り除くこと、②泡を立てることです。一般には石鹸や石油を原料とした洗剤が使われています。

1．発売背景

当社では、これまでボディソープやヘアシャンプーの原料として、天然の脂肪酸とアミノ酸の一種であるグルタミン酸から作られた低刺激、高生分解性を特長とするグルタミン酸系界面活性剤の「アミノサーファクト®Ａシリーズ」と植物性保湿剤「アミノコート®（ベタイン）」「オリゴＧＧＦ®（ラフィノース）」を化粧品メーカーに販売してきました。

しかし、アミノ酸系界面活性剤は、高生分解性で地球環境対応、低刺激性を特長としていますが、弱酸性下での「泡立ちの良さ」と「さっぱりとした使用感」の特長が実現できず、多くの化粧品メーカーから、これらの特長を併せ持つ界面活性剤が熱望されてきました。今回発売する「アミノフォーマー®」は、当社が有する分子設計技術と高純度の合成技術に基づいて、これら全ての特長を世界で初めて実現したアミノ酸系界面活性剤です。

2．商品特長

(1)アミノ酸系界面活性剤で、弱酸性下での「泡立ちのよさ」と「さっぱりとした使用感」

を同時に実現

「アミノフォーマー®」は、親水基にアスパラギン酸、親油基にラウリン酸をはじめとする脂肪酸を用いた界面活性剤で、これまで実現できなかった弱酸性下（ｐＨ５～７）での「泡立ちの良さ」と「さっぱりとした使用感」を併せ持つアミノ酸系界面活性剤です。豊かな泡立ちで、皮膚と同じ弱酸性で肌触りが良く、洗い上げの爽快感を引き出しました。

泡立て試験による起泡力測定では、従来の弱酸性界面活性剤に比べ約2倍の起泡力があることが実証されました。ブラインド試験による感触評価の結果、「さっぱり感」が高いことが確認されました。

(2) 弱酸性下での「低刺激」で快適性アップ

単回投与毒性試験、皮膚一次刺激性試験などによる安全性試験により、皮膚に対して極めて刺激が少なく、安全性が高いことを確認しています。したがって、身体にやさしい「低刺激」を実現し気持ちよくお使いいただけます。

(3)高い生分解性で地球環境に貢献
　洗剤などの生活排水は、速やかに自然に還る生分解性が求められます。「アミノフォーマー®」は、化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）に基づく生分解性試験（BOD法）で100%の分解率で生分解性が高く、排水中で速やかに分解され、地球環境への負荷を軽減できます。
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以上の特徴を併せ持った界面活性剤は、世界で初めての実用化となります。「アミノフォーマー®」の商品構成は、液体品と固体品を予定しています。当初は液体品にて先行発売し、2005年には固体品を上市する予定です。
3．販売計画

(1) 販売開始
平成16年12月6日（月）より


(2) 販売計画
2005年度：国内販売額で１億円
2007年度：国内販売額で5億円
以　上

【本件に関する問い合わせ先】

旭化成株式会社　広報室


TEL : 03 (3507) 2060

旭化成ケミカルズ株式会社　添加剤事業部


洗浄機能材営業部　香粧品担当　　　　　　TEL : 03 (3507) 2515

◆アミノフォーマ　ポジショニング
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